
※現地までの交通費は、参加費には含まれません。

※現地までの交通手段は各自での確保となります。

※お盆周辺の開催となるため、交通手段等の確保には

十分ご注意ください。

・Peace Now!は、平和学習の体験型プログラムであり、

観光を目的とした旅行ではありません。

・お申し込みの際には、開催案内・お申込用紙の注意事

項を必ずお読みください。

・Peace Now! は、全日程を通して参加することを前提とし

たプログラムですので、全日程参加を原則といたします。

・事情があり遅刻・早退を希望される方は、申し込みの際

に備考欄へ理由を明記してください。

Peace Now！
開催のお知らせ
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必読事項

途中参加・早退について

申し込み方法

①Webを利用

検索：「全国大学生協連」
↓

「大学生のWA！」
↓

「Peace Now! 2014
開催のご案内」

大学生協 peace now! 2014

②通っている大学の生協購買カウンターに
直接問い合わせる

参加費用

開催する３か所、それぞれのご案内

◆広島 締切：7月4日（金）
２０１４年８月４日（月）～７日（木）３泊４日

※２泊３日プログラムもあります

◆沖縄 締切：8月1日（金）
２０１４年９月２日（火）～５日（金）３泊４日

集合時間：
8月4日（月）
12:00～受付開始
13:00～開会式

集合場所：
広島市青少年センター
（予定）

内容：
平和資料館・平和公園見学
平和祈念式典参加
広島市内フィールドワーク
被爆者講話、
知識人の講演 など

◆長崎 締切：7月4日（金）
２０１４年８月８日（金）～１１日（月）３泊４日

※２泊３日プログラムもあります

集合時間：
8月8日（金）
12:00～受付開始
13:00～開会式

集合場所：
長崎大学（予定）

内容：
原爆資料館見学
原爆中心地公園巡り
平和祈念式典参加
被爆者講話
長崎市内フィールドワーク
大討論会 など

集合時間：
9月2日（火）
12:00～受付開始
13:00～開会式

集合場所：
沖縄県平和記念公園
（予定）

内容：
平和祈念資料館見学
戦跡や在日米軍基地の
フィールドワーク
沖縄戦体験者の証言
グループ討論 など

3か所すべての集合時間と場所は現在予
定しているものです。詳細が決まり次第、
Webに掲示し、申し込みされた方へもメー
ルにて連絡いたします。ご了承ください。

主催：全国大学生活協同組合連合会



Peace Now！
ってなに？？

平和とは何か、考えたことはありますか？

誰だって「平和」なほうが良いと思うはず。では、あな

たにとって平和とは何か、考えたことはありますか？平

和について考え、少しずつでも行動していくことが今を

生き、未来を作る私たちに出来ることであり、必要なこと

ではないでしょうか。

平和とは何か考える、そんな３泊４日です！

Peace Now!では、全国から集まった大学生が、原爆

投下された広島、長崎、地上戦が行われた沖縄の３か

所それぞれを舞台に、３泊４日かけてフィールドワーク

や戦争体験者の想いを聞くことで過去を肌で感じること

が出来ます。また、様々な価値観を持った学生同士で

交流できることも、Peace Now!の魅力の一つです！

２０１３年度Peace Now!参加者の感想

今までテレビで見るだけだった広島の原爆の印象
が変わり、私たちは平和ボケしているなと思った
し、「知らないことが罪」という言葉が印象に
残った。

津田塾大学 学生

「平和」というものに重く遠いイメージを抱いて
いたけれど、とても身近なものになりました。

山口大学 学生

いろんな展示や話を聞いて、もちろん戦争の恐ろ
しさや悲しさを感じることはできましたが、一番
感じたことは、いろんな面から物事を見ることの
大切さでした。

神奈川大学 学生

加害面、被害面から見た戦争には、様々な表情が
あるな、と思いました。

鹿児島大学 学生

むずかしい問題も多く、答えがすぐに出るもので
はなかったが、考えを深めることができて良かっ
た。戦争の様子をリアルに体感出来てすごく良い
経験が出来た。

岩手大学 学生

戦争経験者の方の生の声を聞けたことが一番良
かった。

西南学院大学 学生

長
崎

沖
縄

広
島

全国大学生活協同組合連合会
教職員委員会

名古屋大学全学技術センター

箕浦 昌之

暑い時期ではあります

が、原爆が投下された

地で同じ時間にいるこ

とでの追体験 を通して

原爆被害、戦争の無惨

さ、米軍基地の現状な

ど自分の耳で 聞き、目

で 見て、肌で感じ、全

国の仲間との議論の中

で平和とは何かを自分

なりに見つけて来て頂

きたい。


